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ら
」
と
軽
く
考
え
ず
、
必
ず
駐
車
場
、

空
地
な
ど
に
入
れ
、
人
の
迷
惑
に
な

LJ
か
。
い
ト
守
7
h
L
lし

7
、
/
、
村
九
々
ぜ
い

。

3月20日、市内の18の小学校で一斉に卒業式が行われました。ここ神川小学校でも男子91名、女子

78名の計169名が卒業しました。みんなは 6年閉め思い出を胸に、校長先生から 1人1人、 卒業証書を
いただきました。

ちなみに、当日、市内の小学校を卒業した児童は、

毎月 1日・ 16日発行

男子1，015名、女子903名の計上918名です。
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市民の動き

( 3月1日現在)

(十 26)

(十26)

( 0) 

(-21) 

116，849人

57.029人

女 59，820人

世帯数 36，595世帯

( )内は前月比です，

総人口
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テ
レ
ト
ビ
ア
構
想
の
モ
デ
ル
都
市
に

用

語

の
説
明

上
田
市
は
、
丸
子
町
、
東
部
町
、

坂
城
町
と
と
も
に
、
郵
政
省
の
テ
レ

卜
ピ
ア
構
想
(
未
来
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
都
市
構
想
)
の
モ

デ
ル
都
市
指
定
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
月
五
日
郵
政
省
か
ら
、
上
田
地
域

(
上
田
市
、
丸
子
町
、
東
部
町
、
坂

城
町
)
を
、
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
指

定
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。

えつ広報

ア
レ
ト
ビ
ア
構
想とは

テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
と
は
、
郵
政
省

が
指
定
し
た
モ
デ
ル
地
域
に
、
双
方

向
の
有
線
テ
レ
ビ
や

I
N
S
な
ど
の

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
(
情
報
を
伝
え
る

た
め
の
新
し

い
手
段
)
を
他
地
域
に

島
ん
G
刊
!
レ
イ
L
値
衆
市

T
州
山
戸
ド

鉱
耳
雌

m
lレ
、
，
』
何
日
い

企レ刷
R
N
A
rv
b'N同
凶

rLF
ニュ
1
1
J
'
F
l
t
q
ク
f

ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
(
通
信
)
社
会
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
の

情
報
処
理
が
可
能
に

こ
の
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
に
は
、
昭

和
五
十
九
年
度
の
第
一
次
指
定
に
引

き
続
き
、
昭
和
六
十
年
度
は
、
全
国

で
四
十
三
地
域
が
第
二
次
指
定
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は

二
十
九
地
域
が
テ
レ
ト
ピ
ア
基
本
計

画
書
を
提
出
し
、
上
田
地
域
を
は
じ

め
全
国
で
十
九
地
域
が
指
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、

地
域

I
N
S
、
双
方
向
の
有
線
テ
レ

ビ
、
キ
ャ
プ
テ

ン
な
ど
の
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
と
よ
ば
れ
る
情
報
機
器
が
優

先
的
に
導
入
さ
れ
、
産
業
、
社
会
、

行
政
、
家
庭
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

て
散
在
し
て
い
る
情
報
の
収
集
、
伝

達
、
交
換
処
理
が
、
自
由
に
か
つ
迅

速
、
経
済
的
に
可
能
に
な
り
ま
す
。

3
タ
イ
プ
5
シ
ス
テ
ム
を

先
行
モ
デ
ル
に

こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
都
市
指
定
を

受
け
る
た
め
、
上
田
地
域
で
は
、
テ

レ
ト
ピ
ア
推
進
協
議
会
(
会
長
・
永

野
上
田
市
長
)
お
よ
び
協
議
会
策
定

部
会
を
中
心
に
、
昨
年
か
ら
テ
レ
ト

ピ
ア
基
本
計
画
の
策
定
、
テ
レ
ト
ピ

ア
講
演
会
の
実
施
な
ど
た
く
さ
ん
の

事
業
を
行
い
、
こ
の
地
域
の
発
展
の

た
め
に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
い
か
に

有
効
に
導
入
し
た
ら
よ
い
か
検
討
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「先
端

産
業
型
」
、
「
物
流
・
商
流
型
」
、
「
コ

ミ
ュ
-
て
ア
ィ

タ
ウ
ン
型
」
の
三
つ

の

7
イ
プ
£
i
克
行
モ
デ
ル
に
し
て
、
地

停
泊
四
明

A
o
tル
川
崎
日
爪
山
町
陸
国
間
何
箇

mm
比
げ
ぬ

b
ν
C
悶

叩

凶

つ

，

1

L

h
い

J
t
1

・ヘ、

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る

と
、
例
え
ば
企
業
の
皆
さ
ん
が
必
要

と
す
る
情
報
は
、
い
つ
で
も
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

〈
双
方
向
〉

送
り
手
と
受
け
手
が
、
相
互
に
情

一
報
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

一
有
線
テ
レ
ビ
の
場
合
は
、
受
信
者
側

一
か
ら
放
送
局
に
番
組
の
注
文
が
で
き

る
。

き
だ
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

一
〈
有
線
テ
レ
ビ
〉

上
田
地
域
が
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
一
本
来
は
、
山
や
ビ
ル
の
陰
な
ど
テ

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
一
レ
ビ
電
波
が
届
き
に
く
い
地
域
の
難

こ
れ
ら
三
つ
の
モ
デ
ル
タ
イ
プ
を
ど
一
視
聴
対
策
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、

う
し
た
ら
こ
の
地
域
に
実
現
す
る
こ
一
各
家
庭
に
再
送
信
し
て
い
た
。
最
近

と
が
で
き
る
か
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
一
で
は
、
一
方
的
に
放
送
を
流
す
だ
け

ら
早
急
に
検
討
を
加
え
て
い
か
な
け
一
で
な
く
、
受
信
者
側
か
ら
放
送
局
に

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
モ
デ
一
注
文
で
き
る
双
方
向
性
を
も
つ
こ
と

ル
タ
イ
プ
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、
一
が
で
き
る
た
め
、
専
門
番
組
放
送
(例

先
端
産
業
型
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
ソ
一
え
ば
、
一
日
中
ニ
ュ
ー
ス
を
放
送
す

フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
情
報
シ
ス
テ
一
る
な
ど
て
ホ

l
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
(
テ

ム
」
、
物
流
・
商
流
型
の
シ
ス
テ
ム
と
一
レ
ビ
を
通
じ
て
商
品
を
注
文
す
る
)

し
て
「
異
業
種
共
同

P
O
S
シ
ス
テ
一
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
も
で

ム
」
お
よ
び
「
商
庖
情
報
提
供
シ
ス
一
き
る
。

テ
ム
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
型
の
一
〈
l
N
S
V

シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
社
会
教
育
シ
ス
一
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
が
、
西

テ
ム
」
お
よ
び
「
地
域
情
報
ネ

ッ
ト
一
暦
二

0
0
0年
完
成
を
目
指
し
て
進

ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
」
の
五
つ
の

シ
ス
一
め
て
い
る
計
画
で
、
イ
ン
フ
ォ
メ
|

テ
ム
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
シ
ョ
ン

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム

「
ソ
フ
ト
サ
イ

エ
ン
ス
技
術
情
報
一
(
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
略

シ
ス
テ
ム
L

は
、
い
ま
進
め
ら
れ
て
一

称
。
電
報
、
電
話
、
電
信
な
ど
五
つ

い
る
浅
間
二
1
7
ノ
ポ
リ

ス
憧
情
相
仙
の
な
・
の
、
不
ツ
ト
ワ
!
?
を
デ
イ
〆
タ
ル
伝

会、

地
域
の
話
題
の
放
送
、
キ
ャ
プ

テ
ン
に
よ
る
各
科
社
会
教
育
活
動
の
案
一

内
・
相
介
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

ま
た
、
計
画
で
は
、

地
域
の
こ
の
一



エ
ン
ス
技
術
情
報
一
(
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
略

シ
ス
テ
ム
」
は
、
い
ま
進
め
ら
れ
て
一
称
。
電
報
、
電
話
、
電
信
な
ど
瓦
つ

い
る
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
な
~
の
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
を
テ
ィ
ジ
タ
ル
伝

か
の
韓
間
報
通
信
網
の
整
備
を
'
担
当
し

、送
方
持
叫
へ
融
情
相
駒
市
卒
、

o
t
~
の
知
世
み
会

先
行
し
て
集
中
的
に
整
備
し
、
こ
れ

を
拠
点
に
全
国
に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

の葺
H
S品
企
品
拡
散
降
!
レ
‘
み
木
卓
か
削
£
コ
:
、
ユ

第 956号、

*在宅診療システム

「このシステム、急病のときの応急

手当て怠どがわかつてとても助か

りますわJ

f二、えつ

*ホームショッピングー「姉ちゃんドレス買ったの」
「ええ、料金の支払いはホームバンキングシス
テムで在宅決済よ」
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ニューメディアによる I

暮らしの変化の一例I

先
的
に
導
入
き
れ
、
産
業
、
社
会
、

行
政
、
家
庭
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

b
N
爵
剖
ド
ド
わ
ね
い
ィ
、
、
山
仏
結
拠
開
問
H
Lh
h
u
わ
九
つ

一」

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
型
」
の
三
つ
の

タ
イ
プ
を
先
行
モ
デ
ル
に
し
て
、
地

域
全
体
の
情
報
化
を
図
っ
て
い
(
ぺ

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る

と
、
例
、
え
ば
企
業
の
皆
さ
ん
が
必
要

と
す
る
情
報
は
、
い
つ
で
も
取
り
出

す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
教
育
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
教

育
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
に

必
要
な
人
材
の
育
成
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
地
域
産
業
の
振
興
に
大
き
な
役

割
を
伊
う
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
異
業
桶
共
同

P
O
S
シ
ス
テ
ム
」

お
よ
び
「
商
庖
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

は
、
上
田
市
は
背
か
ら
商
業
の
ま
ち

と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
が
、

p
o

S
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
商
庖
特
営
の
近

代
化
に
よ
り
さ
ら
に
商
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
商
品
、
パ

l
ゲ
ン
、

催
し
物
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提

供
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
消

費
生
活
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

「
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び

「
地
域
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
」
は
、
い
ま
全
国
的
に
余
暇
の
明

大
、
社
会
の
高
学
歴
化
、
高
齢
化
に

伴
い
生
涯
教
育
へ
の
要
望
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事
例
を
断

ま
え
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

て
社
会
教
育
活
動
を
前
発
化
さ
せ
、

そ
れ
と
同
時
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
地

域
で
の
活
動
の
活
発
化
、
交
流
の
促

進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
有

線
テ
レ
ビ
に
よ
る
各
種
講
座
、
講
演

会
、
地
域
の
話
題
の
放
送
、
キ

ャ
プ

わ
せ
に
よ
る
テ
ィ
ジ

7
ル

ι・
号
に
変

テ
ン
に
よ
る
各
祈
社
会
教
育
活
動
の
案
一
え
て
送
る
方
法
)
に
よ
リ
プ
本
化
し
、

内
・
制
介
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。一

回
線
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
、
計
画
で
は
、

地
域

の
こ
の
一
多
憾
な
情
報
機
器
を
自
由
に
選
ん
で

よ
う
な
取
り
組
み
が
秩
序
あ
る
も
の
一
一
本
の
電
話
線
に
接
続
し
て
使
え
る

と
な
る
よ
う
指
導
機
関
と
し
て
「
テ
…
よ
う
に
す
る
も
の
。

レ
ト
ピ
ア
財
団
」
を
設
置
し
、
さ
ら
一
〈
キ
ャ
プ
テ
ン
〉

に
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
を
実
際
に
運
営
一
電
話
回
線
を
使
っ
て
、
情
報
セ
ン

す
る
機
関
と
し
て
「
テ
レ
ト
ピ
ア
情
一
タ

l
に
収
録
し
て
あ
る
情
報
を
、
必

報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
一
要
な
と
き
に
文
字
や
図
形
で
テ
レ
ビ

な
っ
て
い
ま
す
。

一
画
面
に
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
。

主
同
長
色
、
ノ
除
民
主

τ
、

H
W却
判
イ

d
，

拍

迫

凶

一

〈

P
O
S
(
ポ
ス
)
シ
ス
テ
ム
〉

中
央
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
接
続
し

避

け

て

通

れ

な

い

…

た

レ

ジ

ス

タ

を

用

い

て

、

底

頭

で

大

量
に
発
生
す
る
販
売
情
報
を
直
ち
に

私
た
ち
は
毎
日
、
周
り
か
ら
た
い
一
収
集
・
分
析
し
、
在
庫
管
理
か
ら
居

へ
ん
多
く
の
情
報
を
得
て
生
活
を
し
一
頭
作
業
の
合
理
化
な
ど
に
ま
で
生
か

て
い
ま
す
。

つ
ま
り
情
報
は
、
私
た
一
そ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
。

ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
，

の
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

言
葉
や
文
字
が
生
み
出
さ
れ
、
印
刷

術
が
発
明
さ
れ
、
電
話
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達

の
た
め
の
機
器
の
発
明
を
経
て
、
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
情
報
化

の
推
進
は
以
前
に
も
増
し
て
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
が
、
真

に
望
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
全
員
で
、
こ
の
地
域

の
情
報
化
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
真
剣

に
与
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
三
つ
の
タ
イ
プ
を
地
域

の
先
行
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
へ
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
有
効

に
取
り
入
れ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
立

場
の
皆
さ
ん
と
相
談
を
し
、
研
究
を

深
め
、
地
域
の
情
報
化
の
推
進
を
考

え
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
い

っ
そ
う
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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空白二一

健

康

手

帳

と

赤
ち
ゃ
ん
手
帳

こ
の
手
帳
は
す
で
に
利
用
し
て
い

る
皆
さ
ん
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
老
人
保
健
法
に
よ
り
七
十
歳
以

上
の
皆
さ
ん
と
六
十
五
歳
以
上
で
寝

た
き
り
の
皆
さ
ん
全
員
に
、
そ
し
て

四
十
歳
以
上
の
御
希
望
の
皆
さ
ん
に

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
に
は
、
「
健
康
の
記
録
」
、

「
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
」

の
二
つ
の
内
容
が
入
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
の
記
録
」
と
し
て
、
一
般
健

康
診
査
、
胃
検
診
・
乳
房
検
診
な
ど

の
各
種
ガ
ン
検
診
、
歯
の
健
康
観
察
、

血
圧
・
体
重
、
病
気
を
し
た
と
き
や

医
師
に
か
か
っ
た
内
容
な
ど
の
記
録

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
」

の
ペ

ー
ジ
に
は
、
健
や
か
な
老
後
の

た
め
に
、
成
人
病
と
暮
ら
し
の
心
得
、

号

病

気
は
早
め
に
直
そ
う
、
上
手
な
医

師

側

の
か
か
り
か
た
な
ど
が
入

っ
て
い

鵠

申

生

O
J7
0

山
田
区
高
原

A
O叫
剛

、

崎
隆
高
原

晶
刺
抽
出
主
、

仲

陛

えつ広報

分
の
体
の
調
子
と
と
も
に
そ
の
記
録

を
き
ち
ん
と
書
き
と
め
て
お
く
と
、

「
健
康
」
を
み
て
い
く
う
え
で
た
い

へ
ん
参
考
に
な
り
ま
す
。

治
療
を
受
け
る
と
き
も
持
参
し
、

主
治
医
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
七
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
や
六

十
五
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
皆
さ
ん

は
、
受
診
の
際
に
は
必
ず
医
療
受
給

者
証
と
と
も
に
健
康
手
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

こ
の
手
帳
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
相

談
室
(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)
、
塩
田

支
所
、

川
西
支
所
、
各
地
区
健
康
相

談
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
手
帳

次
に
「
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

一

日
以
降
生
ま
れ
た
亦
ち
ゃ
ん
を
対
象

に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

健
康
診
交
の
御
案
内
、
月
齢
別
発
育

・

品
木
事
覚

・

旧

怖

書
同

ドド

つ

い

グ

‘

¥

わ
ね
ユ
時

h
H
拘
H

I
l
l
v
l

、

広
判
事
ハ
‘
，

f
回
忌
l
J
l
t
h
相

7
9
れ
ん
休
刊

mw
ロ
H

安
と
応
急
手
当
、
予
防
接
的
に
つ
い

ゆ

て
な
ど
で
す
。
育
児
の
し
お
り
と
し

恥

て
御
利
用
く
だ
さ
い

。

キ

「
お
尋
ね
カ
ー
ド
」
は
、
お
子
さ

ゅ

ん
の
発
育
状
態
な
ど
を
お
知
ら
せ
い

同

た
だ
く
大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、

品。

満
三
か
月
、
八
か
月
、
十
二
か
月
、

キ

二
歳
、

二
歳
六
か
月
に
そ
れ
ぞ
れ
御

中

記
入
い
た
だ
き
、
必
ず
保
健
予
防
課

恥

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昭

キ

和
五
十
八
年
四
月
一
日
以
降
に
生
ま

キ

れ
た
お
子
さ
ん
の
「
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
」

時

に
は
、
一
歳
六
か
月
児
健
診
、
三
歳

。十

児
健
診
の
健
診
票
が
入
っ
て
い
ま
す

キ

の
で
、
必
要
事
項
を
御
記
入
の
う
え

や

健
診
日
に
母
子
手
帳
と
と
も
に
お
持

一一

ち
く
だ
さ
い

。

や

予
防
接
純
に
つ
い
て
は
、
予
防
接

キ

種
予
定
表
、
注
意
事
項
な
ど
、
予
防

中

接
種
問
診
票
が
入
っ
て
い
ま
す
。
子

一-

定
表
で
対
象
と
な
る
時
期
の
目
安
を

や

っ
け
、
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
「
広

キ

報
う
え
だ
」
を
御
覧
く
だ
さ
い

。
予

占。

防
接
種
の
当
日
に
は
、
予
防
接
椅
問

。十

診
票
に
必
要
事
項
を
御
記
入
の
う
え
、

キ

母
子
手
帳
と
と
も
に
会
場
へ
お
持
ち

品。

く
だ
さ
い

。

ゅ

。

な
お
、
他
市
町
村
で
出
生
届
を
さ
恥

れ
た
り
、
転
入
な
と
に
よ
り
「
亦
ち
キ

ゃ
ん
手
帳

』
が
な
い
場
合
は
、
市
民

や

課
窓

口
j
uん
は
保
健
セ

ン
タ
ー
相
談
4
T

e
E
ヘト
O
伽刷
1
1
1
4
曲
山

/
t
t
付
九
契

C

い

恥

結果

Fの結果は
F裕 貞現市長

ました。

春の全国交通安全運動

|4月6日-月間 I 

温
か
く
な

っ
て
く
る
と
、
子
供
や

お
年
寄
り
が
街
に
出
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
特
に
子
供
た
ち
は
、
通

園
、
通
学
時
に
思
わ
ぬ
行
動
を
と
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
転
者
は
、
「ゆ

と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
A
円
い
」
で
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運

σ〉

重

占川

動

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
運
動
の

重
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1

シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

2

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
二
輪
車
の
無
謀
運
転
追
放

3 ス
ロ
ー
ガ
ン

「
信
州
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
」

ゆとり」とrゆすり合し¥J

♂安全運転、を
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上岡市長選挙の結果

だえつ一(5)ーー一昭和61年4月1臼 広報

緑あふれるまちをつくろう

3月23日行われました上田市長選挙の特別t

次のとおりです。 これにより、 永~f- m(l 現市長

が、再び市政を担当することに なりました。

栄
養
・
保
育
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
カ

ー
ド
、
病
気
を
早
(
知
る
た
め
の
目

市長選挙最終得 票

貞さん

郎さん

(無効票278i票j

投票率

市長選挙投票者調 べ

選挙当日の|
|投票者数

有権者数|

人

39.724 

棄権者数

41.46 
人

23，256 
人

16，468 男

課
窓
口
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談

室
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

女 39.41 

言十

裕

義

(平均)

40.38 

26，329 

49，585 

野

沢

17，122 

33，590 

7)く

柄

43，451 

83，175 

自然、を守り緑豊かな郷土をつくろうと、緑化運動

の一環として「緑化推進特別強調月間」が実施され

ます。市では、 4月12日仕:)・13日(円)に「緑の祭り」を

上田公園西口で開催します。この祭りていは、緑化木

の苗木(ツツジ・ウメモドキ・ハナミズキ・紅梅・ヤグ

チモモなど)をお 1人に 1本、先着順に6，000本を無料

で差し上げ‘ます。また、緑化木の展示即売会や上田

市消防音楽隊によるアトラクションも行います。

〈地区別緑化木頒布会・展示即売会〉

また、次の会場でも、緑化木を無料で差し上げた

り、展示即売会を聞きます。

04月19日仕)・ 20日(日)・ 1塩田支所西側駐車場

04月26日仕)・・・・・・・・・・・・・・・川西公民館

04月27日(F-I)・・・・・・・・・・・・・・・上野が丘公民館

※緑化木の頒布会は、いずれも午前9時と午後 1時

の 2回です。

4月12・13日は緑の祭り

V第[[1]回産直テ事 ，
山火事の防止はみんなで

山火事の発生しやすい季節となりました。 山に入

ったらタバコの吸いがら、たきびに十分注意して、

みんなで山火事を防ぎましょう。

〈農林諜E⑫4100内線324>

4月15日(火)

①大型鮮さぱ 大特価

②大型釣ります 1尾 450円

③愛知産新ニうなご 100g130円

④韓国産新わかめ

1袋 (700g入り)190向

取り扱い庖…・市内産直協力庖

(生活環境課生活係E⑫4100内線301) 

目a 
口口

御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
株
式
会
社
宮
下
組
様
大
理
石
像

(
置
台
と
も
)
四
個
上
田
創
造
館

へマ
東
信
土
建
株
式
会
社
様
、
飛
鳥
建

設

株

式

会

社

様

絵

画

一

点

上

田

創
造
館
へ

マ
ノ
リ
薬
局
上
田
原
唐
お
客
様
四

千
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て

マ
有
限
会
社
カ

l
シ
ョ
ッ
プ
エ
l
ス

樟

二

万

一

千

四

百

七

十

二

円

社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
ゅ
う
す
げ
温
泉
棟
(
軽
井
沢
町
)
、

人
形
会
館
ま
つ
ば
や
樟
十
五
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
湯
本
初
代
様
(
神
科
新
屋
)
ぞ

う
き
ん
六
十
枚
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
上
田
友
の
会
樟
子
供
用
い
す
座

布
団
六
十
三
枚
母
子
家
庭
な
ど
の

小
学
校
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
へ

マ

匿

名

二

千

三

円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

三

千

九

百

五

十

円

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

キ土



上岡市自治会長名簿
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お知らせ胃
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

広報

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
検

診
車
で
次
の
と
お
り
集
団
検
診
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
検
診
で
は
、
毎
年
多
く
の
胃

が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
、
尊
い
生
命

が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
か

い
よ
う
や
ポ
リ
l
プ
な
ど
も
発
見
さ

号
れ
て
い
ま
す
。
三
十
五
歳
以
上
で
職

附
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な

緒

伊

い

A
ハ
什
ぺ
こ
の
燐
仰
ム
主
に
品
ヌ
叶
円
幸
か
!
レ
よ

d
F

1

6

 

えつ

海
野
町
日
曜
広
場
が

3月15目、オープンしたばかりの上田創
造館で、「田子家庭等児童卒業入学君主励祝会」

ガ開かれましだ。みんなは、市助役、市教

育長などからお祝いの言葉を贈られだ後、

プラネタリウムなどを見て楽しいひととき

を過ごしましだ。

実
施
期
間
・
・・五
月
下
旬
か
ら
八
月
上

句
ま
で
(
各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
)

検
診
料
・
・
・
個
人
負
担
金
五
百
円

申
込
方
法
・
・
・
自
治
会
内
に
申
込
書
が

回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
、
御
希
望
の

皆
き
ん
は
必
要
事
項
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。

三
種
混
合
予
防
接
種

(
予
備
日
)

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

三
種
混
合
予
備
接
種

(予
備
日

)

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

会
場
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み
で
す

円

φi¥
矧
岬
辻
n
E
E
J
I
μ
ん
声
、
ぃ

。

般
の
皆
さ
ん
の
展
示
の
広
場
、
発
表

の
広
場
と
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
参

加
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
御
連
絡
く

対
象
者

。
一
期
・
:
今
年
の
一
、
二
、
三
月
の

う
ち
、
二
回
し
か
受
け
て
な
い
子

供
さ
ん
(
た
だ
し
、
八
週
間
以
上

間
隔
が
あ
く
よ
う
で
す
と
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
)

O
二
期
・
:
一
期
終
了
後
、
十
二
か
月

た
っ
た
子
供
さ
ん

持
ち
物
・
:
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
、

問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
綴
り

込
ん
で
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
手

帳
が
な
い
場
合
は
、
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
御
使
用
く
だ

さ
い
)

60年度(後期)三種混合予防接種目程表(予備日)
会場名 |実施日|対象地区

東部・南部・中央・北部・

西部・塩尻・神科・神川・

豊殿地区

上田市保健センターI~ 1=1 n rT I_l .. ¥ I城下・ 川辺・泉田・塩田・
14月9日(水)1 (市役所南庁舎2階)I ~ I J ;] '-' ¥'1'1 I川西地区

時間は、各会場とも午後1時30分から 2時30分までです。

E駐車場か狭いので、車での来庁はなるべく御遠慮ください。

4月8日(刈
上田市保健センター
(市役所南庁舎2階)

で」 汗IJノ、 二土ユ

汗IJ
ニt

L 
S 

型

L 
S 

躍
進
す
る
上
回
の

工
業
展
に
お
出
か
け
を

ー
物
産
即
売
会
も
併
設
|

商
工
課
商
工
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り
「
第
五
回
躍
進
す
る
上
田
の
工

業
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

従
来
の
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
工
業

製
品
の
展
示
や
、
ソ
フ
ト
産
業
研
究

会

(
A
S
I
P
)
参
加
企
業
に
よ
る

O
A
(事
務
省
力
化
)
・
F
A
(
工
場

自
動
化
)
機
器
お
よ
び
関
連
シ
ス
テ

ム
の
実
演
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今

回
は
、
信
州
大
学
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
フ
ェ
ア
も
行
わ
れ
ま
す
。

就
職
を
控
え
た
学
生
や
御
両
親
を

は
じ
め
、
日
ご
ろ
工
業
な
ど
に
な
じ

み
の
薄
い
皆
さ
ん
も
、
市
内
の
優
良

企
業
お
よ
び
そ
の
製
品
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
物
産
即
売
会
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け

く
だ
き
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

炉

、

&

尾

町

ハ
υ
畑
山

u
n
Hけ
l
千

I
Rパ
n
E
加
剛
山

a
E
'
ん
込
i
H罰
則
t
干
1

~

位
勺
i
m
q

が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
回

ら
午
後
六
時

O
四
月
十
九
日
出
リ
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時

O
四
月
二
十
日
制

l
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
体
育
館

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
に

御
参
加
を

勤
労
膏
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
か
市
内
の
事
業
所
に
勤

務
す
る
二
十
九
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
硬
式
テ
ニ
ス

教
室
を
開
き
ま
す
。
御
参
加
く
だ
さ

受
講
期
間
・
:
四
月
二
十
一
日
か
ら
十

月
末
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

受
講
料
・
・
・
六
千
円
(ボ
ー
ル
代
な
ど
)

定
員
:
・
男
女
各
三
十
名

申
込
期
限
・
:
四
月
十
五
日

ω
(た
だ

し
、
期
限
内
で
も
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
(
開

館
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
同
九
時
)

ヘ
必
ず
来
飴
帽
の
?
え
、
お
申
し
込

?
"
I
作
ヘ
当
4

問
、
け

昭
和
五
卜
三
年
か
ら
同
h
1
1
九

年
ま
で
に
卒
業
し
た
人

募
集
定
員



海
野
町
日
曜
広
場
が

開
設
さ
れ
ま
す

だ

恒
例
の
歩
行
者
天
国
「
海
野
町
日

曜
広
場
」
が
、
今
年
も
四
月
六
日
か

ら
卜
月
二
十
六
日
ま
で
の
毎
日
曜
日

開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
時
間
は
、
午

前
十

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

広
場
に
お
出
か
け
の
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
御
利
用
く

だ
さ
い
。
川
中
島
自
動
車
の
海
野
町

停
留
所
を
御
利
用
の
皆
さ
ん
は
、
お

そ
れ
い
り
ま
す
が
、
こ
の
日
曜
広
場

開
設
時
間
中
の
み
鷹
匠
町
停
留
所
ま

た
は
大
門
町
停
留
所
を
御
利
用
く
だ

支
」
い

。
四
月
六
日
オ
ー
プ
ン
の
行
事
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
開
設
式
、
テ

l
プ
カ
ッ
ト

O
上

田
市
消
防
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
と
演

奏

O
上
田
市
民
吹
奏
楽
固
め
演
奏

。
真
田
出
陣
太
鼓
の
実
演

O
白
バ

イ
、
パ
ト
カ
ー
、
消
防
自
動
車
の
展

示
。
上
田
消
防
署
レ
イ
ン
ジ
ャ

ー

隊
の
笑
演

O
写
生
大
会

O
写
真

に
よ
る
日
曜
広
場
歴
史
展

な
お
、
白
眼
広
場
事
務
局
(
宮
⑫

9
3
0
1
)
で
は
、
日
曜
広
場
を
一

えつ一(9)一一一昭和61年4月1日 広報

の
で

御
注
意
(
だ
き

い

般
の
皆
さ
ん
の
展
示
の
広
場
、
発
表

の
広
場
と
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
参

加
御
希
望
の
皆
さ
ん
は
、

御
連
絡
く

だ
さ
い
。

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

の
再
度
確
認
を

県
生
活
環
境
部
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。三
洋
電
機
側
と
豊
臣
工
業
側
の
欠

陥
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
、
県
内

に
相
当
数
出
回
っ
て
い
ま
す
。
市
内

で
も
未
回
収
、
未
交
換
の
同
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
、
先
月
チ
ラ
シ
で
回

覧
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
回
収
が

は
か
ど
っ
て
い
ま
せ
ん
。

各
家
庭
に
あ
る
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
再
度
確
認
さ
れ
、
も
し
次
の

機
種
だ
っ
た
ら
、
量
寄
り
の
販
売
庖

か
、
三
洋
電
機
上
田
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
宮
⑫
1
0
0
6
ド
豊
臣
工

業
宮

0
5
2
(
8
2
2
)
1
1
4
1

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
機
種

o
三
洋
電
機
側
製

C

F

H

S
二
二

一
F
型

O
豊
臣
工
業
側
製

L
C
R

三
担
、

L
C
R
l
三
l
一
型
、

L
S

三

刑
士、

L

S
Il--
mll
一
型

↓
ハ
刑
土

L 
S 

資
源
活
用
広
場
に

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

毎
年
好
評
の
「
資
源
活
用
広
場
」

を
、
今
年
は
五
月
十
一
日
間
に
開
催

し
ま
す
。
こ
の
広
場
で
は
、
皆
き
ん

の
御
家
庭
の
不
用
品
を
セ
リ
販
売
し

た
り
、
庖
舗
や
事
業
所
の
処
分
品
な

ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
(
処
分
品
コ
ー
ナ

ー
)
に
参
加
し
、
販
売
を
御
希
望
の

庖
、
事
業
所
、
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

は
、
四
月
十
二
日

ωま
で
に
生
活
環

境
課
へ
電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く

だ
き
い
。

浄
化
槽
法
が

施
行
に
な
り
ま
し
た

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
2

昨
年
十
月
一
日
か
ら
、
浄
化
槽
法

が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴

い
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
回

数
(
保
守
点
検
)
を
知
事
の
登
録
を

受
け
た
浄
化
槽
管
理
士
に
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
「
上
田
市
し
尿
浄
化
槽
維

持
管
理
組
合
」
(
事
務
局
・
生
活
環
境

課
内
)
が
、
維
持
管
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
保
守
点
検
を
行
っ
て

い
な
い
設
置
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
当

組
合
の
御
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
県
老
人
大
学

上
小
学
部
(
二
年
制
)
の

学
生
を
募
集

社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
高
齢

者
の
方
々
を
対
象
に
、
長
野
県
老
人

大
学
上
小
学
部
で
は
、
次
の
と
お
り

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格

o
一
年
生

1
六
十
歳
以
上
の
人
で
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人

O

二
年
生
へ
の
編
入
学
希
望
者
は
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
同
五
十
九

年
ま
で
に
卒
業
し
た
人

募
集
定
員

。一

年
生

1
百
名
で
す
が
、
上
田
市

へ
の
割
り
当
て
は
五
十
名
で
す
。

o
二
年
生

1
二
十
名

学
習
期
間
・
・
・
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
で
、
日
数
は
約
十
七
日
間
で
す
。

申
込
期
限
・
:
四
月
二
十
一
日
開
。
願

書
は
、
市
役
所
社
会
課
、
市
役
所

各
支
所
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
の
で
、
御
記
入
の
う

え
御
提
出
く
だ
さ
い
。
(
た
だ
し
、

期
限
内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

※
な
お
、
上
田
市
高
齢
者
学
園
の
募

集
要
領
は
、
次
回
の
「
広
報
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
国
一
斉

体
育
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
5

五
月
の
第
三
日
曜
日
は
、
全
国
一

斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
!
の
日
と
し
て
、

上
田
市
で
も
コ

l
ス
を
設
け
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
、
四
月
十
六
日
号
の

「
社
会
教
育
う
え
だ
」
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
御
覧
く
だ
さ
い
。



だ 昭和61年 4月1日一一一-(10)ー
長
野
県
民
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
(
高
齢
者
の
部
)

自
慢
の
歯

御
応
募
く
だ
さ
い

県
歯
科
医
師
会

宮

0
2
6
2
⑫
5
7
1
1

長
野
県
向
科
医
師
会
で
は
、
「
第
三

団
長
野
県
民
よ
い
曲
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

(
高
齢
者
の
部
)
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
大
正
五
年
三
月
三
十
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
自
分

う
の
闘
が
全
部
残
っ
て
い
る
人
(
尚

幸
は
治
療
し
て
あ
っ
て
も
よ
い
。
親

広
知
ら
ず
は
対
象
か
ら
は
ず
し
ま
す
)

応
募
期
限
・
・
・
五
月
七
日
附

選
考
方
法
・
:
五
月
十
五
日
附
H
H
書
類

選
考
、
五
月
二
十
三
日
倒

1
最
終

選
考
会
(
健
診
、
面
接
)
を
行
い

一
1
三
位
を
入
賞
と
し
ま
す
。

入
選
者
表
彰
・
:
六
月
四
日
州
、
大
町

市
で
行
わ
れ
る
「
歯
の
健
康
を
守

る
県
民
の
集
い
」
で
、
入
選
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

応
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
最
終
職
歴
を

azzaへ
の
山
守

7

J
ん
‘
‘
l
'
f
!

。J
n
b
n
U

耳
仏

え

内容をさら

た。皆さん

野
市
岡
田
町
九
六
長
野
県
前
科

医
師
会
第
三
団
長
野
県
民
よ
い

向
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
ま
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
星
斎
場
・
霊
き
ゅ
う
車
の

使
用
料
改
定

保
健
予
防
課
庶
務
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
5

大
星
斎
場
お
よ
び
霊
き
ゅ
う
車
の

使
用
料
が
、
四
月
一
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
斎

場
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
市
が
全
額

補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
の

皆
さ
ん
に
は
、
霊
き
ゅ
う
車
の
使
用

料
の
み
御
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

斎
場
使
用
料

。
十
歳
以
上
の
死
体
・
:
三
千
円
が
四

千
円
に

O
十
歳
未
満
の
死
体
:
・
二
千
円
が
二

千
五
百
円
に

O

死
胎
:
・
千
二
百
円
が
千
五
百
円
に

O
胞
衣
・
・
・
六
百
円
が
千
円
に

璽
き
ゅ
う
車
使
用
料
・
:
斎
場
か
ら
十

、キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
は
一
回
に
つ

き
五
千
円
を
六
千
円
に
改
正
し
、

従
前
の
距
離
加
算
を
廃
止
し
ま
し

卜代や材料

議

務
員長，幸

「
毎
日
が
洗
濯
日
」
の

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
上
回
事
務
所

告
⑩
7
5
4
5

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
で
は
、
石
け
ん

利
用
運
動
を
進
め
る
た
め
、
次
の
と

お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
御
聴
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
四
月
二
十
日
川
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
城
南
公
民
館
二
階
大
ホ

l

レ
テ
l
マ
・
:
「
毎
日
が
洗
根
日
」

講
師
・
:
広
島
大
学
教
授
・
城

一
一
さ
ん

科
学
研
究
費
を

助
成
し
ま
す

長
野
県
科
学
振
興
会

宮

0
2
6
2
⑮
4
3
3
4

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
次
の

と
お
り
科
学
研
究
費
助
成
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
・
・
・
県
内
で
科
学
(
自
然
科

品干

h
L
m限

7
9
》
例
り
皿
川
和
正

+
E
lし
ず
L

い
7
9

例
入
ま
た
は
同
体
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
場
合
に
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
。
①
研
究
が
既
に
完
成
し

て
い
る
も
の
②
研
究
が
完
成
し
、

そ
の
実
用
化
ま
た
は
企
業
化
に
要

す
る
代
用
に
あ
て
よ
う
と
す
る
も

の
③
申
前
し
よ
う
と
す
る
人
が
、

大
学
の
講
師
以
上
お
よ
び
学
生

申
請
方
法
:
・
申
詰
書
な
ど
(
用
紙
は
、

市
役
所
商
工
課
に
あ
り
ま
す
)
を

商
工
課
に
御
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
隈
:
・
四
月
三
十
日
附

お
問
い
合
わ
せ
・
:
長
野
県
科
学
振
興

会
ま
た
は
市
役
所
商
工
課
宮
⑫
4

1
0
0
内
線

6
0
2

雄

演

左』
Z五

と
き
:
・
四
月
十
四
白
川
、
開
場
午

後
一
時
、
開
演
午
後
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・

パ
ラ
シ
オ
宝
来
大
ホ
ー
ル

演
題
・
:
「
味
の
あ
る
話」

講
師
:
・
楠
本
憲
吉
さ
ん

入
場
・
:
無
料

訂

正

お

わ

び

てのい11-
おは出第 「
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ホ暴力三ない運動、に御協力を
上岡市暴力追放会議

上田市から暴力を追肱するため、ホ暴力三ない運

動w に御協力くださし、。

0暴力やいやがらせを見たとき、被害を受けたと

きは、勇気を出して110番通報する。

0債権の取り立てや商売上のもめごとに暴力団を

利用しない。

O暴力団が用心棒などを申し込んできても胆否する。

トャ社会保険出張相談日…一「

¥ (4月〕

! *T-dIIJII :æ ~il!lI&: {第1火曜日 1日*干幽川左岸地区 { 
l第 3火曜日 15日

( 会場一松尾工業株式会社(川辺町)

I *~db 111 tWith IX f第 2火曜日 8日1 *子幽川右岸地区 { l第 4火曜日 22日

l 会場・・・上回商工会議所(大手町)

!咋会場とも午前10時~午後 3時

Liお問い合わせ…上回商工会議所告⑫4500
-.ー'雪、、..... ト、:/ト、:/ト、，:...-'"、&庁、、レキ、、ν...... 、vト、&守、、~ト、レ.-.-、:/ト、._守、、:.r.
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婦人教室の受講生を募集

だえつ-(11)一一一ー昭和61年4月1日 広報

働く婦人の家 (宮⑫2988)では、吋容そむ

に充実して婦人教室を計画し ました，皆さλ

お誘い合って御参加ください。

対象者...市内にお住まいか市内の・fi~住所に

お勤めの婦人で、初心名ーに限リま

す。

受講料・・・無料(ただし、テキ スト代竹内

代などは実質)

定 員...定員になり次第締め切ります

申込方法...4月13日(F1)午前 9時 カlら、必す来

館のうえ材料代な どを(~えてお申

し込みください。 1人2講座まて

ていす。

交
付
対
象
:
・県
内
で
科
学
(
自
然
科

学
に
限
る
)
の
研
究
を
し
て
い
る

てめい
おは出
わ、迎

ぴ妹・乏

しの正
ま誤 1或
てり j数、
で」

し中
?こ σ3
。姉-

lHと
正あ
しる

π、、.守、三Jト、，_，.

*干

食千

フラワーデザイン教室の皆さんの作品

講座名 回数・曜日・時間・日程 講 師 定員 材料代 内 :g: 

木
10回 月曜日 午後6:00-8:00 (県'"美連合会)

3，000円 基礎彫、続出1か彫
5/19 6/2・167/7・218/4・189/1・2910/6 掛川 忠夫さん

30 

10四 月曜日 午後6:00-8: 00 
山浦 j原子さん

基礎編材料 棒針編の基礎編
手 編 25 

1，000円 へスト、セーター5/19 6/2'16 7/7'21 8/4・189/1・2910/6 

ペン習字
12回 月曜日 午後6:00-8: 00 

唐沢斐夫きん
テキスト 2冊

基本、ひ らカ、な、漢字30 
1，500円5/12・266/9・237/14・288/25 9/8・2210/13・2711/10 

毛筆習字
13回 火曜日 午後6:00-8:00 

滝沢光樹きん
テキスト代

基本、惜苫と行書
5/13・276/10・247/8・228/26 9/9・3010/14・2811/11' 25 

30 
600円

生 花
11回 火曜日 午後6:00-8:00 (草月流) 1回分 700円

基本花型
5/27 6/10・247/8・2210/14・281 1/11 ・2~ 12/9・26幽 土屋幸子さん

25 
前期分 4，000円

フランス刺しゅう
6回 火曜日 午後6:00-8:00 遠藤 きみさん

テーブルセンター(大)
4/22 5/13・276/10・247/22 小林敏子さん

25 2，000円

簸 編
8回 木曜日 午後6:00-8: 00 

藤森すみ子さん
花かご、果物かご、飾

5/15・296/5・197/3・178/7・21
25 2，500円

り帽子ほか

着 イ寸
8回 木曜日 午後6:00-8:00 (装道着物教室) 着物の知識と着装

5/8・15・22・296/5・12・19・26 福島佳子さん
30 な し

普段着から外出着まで

11回 木曜日 午後6:00-8:00 (裏千家) テキスト、抹茶、
茶 道

5/8・226/12・267/10・248/28 9/11・2510/9・23 松井宗里さん
25 菓子代 茶道の基礎知識

2，000円 一
木目込人形

5回 木曜日 午後6:00-8: 00 人形代
木目込人形一体

5/15・296/12・267/10 
伊倉光子さん 25 

3，200円
ー

フラワーデザイン
5回 金曜日 午後6:00-8:00 ポピー、 パスケ yトプ

5/16・306/6・207/4 
石川美和子さん 30 3，000円

ーケほか3種

料 理 5回 金曜日 午後6:00-8: 00 (栄養士) 1回 500円
簡単にできるー家一庭一ー料-理d 

(前 期) 5/9・236/6・207/4 岩崎敬子さん
28 

1回3品2，500円
ーーー-

i羊 裁
10回 土曜日 午後1:30-3: 30 

溝口 洋子さん
原型のとり方

5/10・246/14・287/12・268/9・239/13・27
25 1，000円

スカート、 ベわせスてトl健竺康
ジャズ体操 6回 土曜日 午後6:00-8:00 スポーツ傷害保 リズムにあわ

(ジャギー) 4/19・265/10・17・246/7 
酒井 園子さん 30 険掛金など

500同 づくり
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家
庭
に
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
⑥

マ

ッ

チ

最
近
は
、
ラ
イ
タ
ー
や
自
動
点
火

の
器
具
が
普
及
し
マ

ッ
チ
は
あ
ま
り

使
用
さ
れ
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す

か
、
ま
だ
家
庭
内
に
は
マ

ッ
チ
が
置

い
て
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
マ

ッ
チ、

子
供
に
は
つ
か
み

や
す
く
、
軸
木
の
先
に
は
き
れ
い
な

えつ広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

(
一
月
三
十
一
日
現
在

村
田
賀
美
さ
ん

(
常
磐
城
四
)

生

塚

(
二
月
二
十
八
日
現
在
)

山

田

時

子

き

ん

五

加

七

七

高

寺

辰

之

助

さ

ん

上

青

木

八

九

倉
島
三
生
さ
ん

(中
央
北
二
)

高
寺
ケ
サ
コ

さ
ん

戸第956号

tp 
rl木田

色
の
玉
が
付

い
て
い
る

の
で
、
お
も

ち
ゃ
に
し
て
遊
び
た
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
し
ゃ
ぶ
っ

た
り
、
か
ん
だ
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。

マ
ッ
チ
の
毒
性
は
弱
く
、
幼
児
で

も
二
十
本
程
度
の
誤
食
で
は
、
ほ
と

ん
ど
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
害
が
現
れ

る
と
す
れ
ば
百
か
ら
百
五
十
本
く
ら

い
の
と
き
で
、
そ
の
際
に
は
下
痢
や

腹
痛
が
起
こ

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

箱
の
側
面
に
は
発
火
薬
(
赤
リ
ン
)

が
塗
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
無
害
な
の

八

青
木
博
美
さ
ん

竹
下
善
人
さ
ん

矢
島
八
千
代
さ
ん

村
山
ヤ
茂
よ
さ
ん

増
田
あ
き
子
さ
ん

(
常
田
三
)

岡
島
和
美
さ
ん

成
浬
勝
治
郎
さ
ん

(
緑
が
丘
二
)
緑
が
丘
北

福

島

た

ら

子

さ

ん

中

村

金
津
貞
子
さ
ん

(

中

央

二

)

材

木

町

木
村
千
代
子
さ
ん
上
田
原

武

松

枝

さ

ん

上

塩

尻

成
沢
二
郎
き
ん

(
緑
が
丘
二
)
緑
が
丘
北

北
津
よ
し
の
さ
ん

山

口

古

平

勝

雄

さ

ん

上

手

書
州
革

R
t山「
e
l
身

t
tん

倉

升
大

屋

上
本
郷

下
之
郷

よ
常
田

長

島

五七七
l五二

で
例
え
な
め
た
と
し
て
も
心
配
は
い

り
ま
せ
ん。

し
か
し
、
い
く
ら
害
が
な
い
と
い

っ
て
も
、
子
供
が
お
も
ち
ゃ
に
し
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
第
一

火
事
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

子
供
の
手
の
届
く
場
所
に
は
絶
対
に

置
い
て
お
か
な
い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ

れ
も
御
注
意
く
だ
さ
い
。

次
回
は
「
ボ
タ
ン
型
電
池
」
で
す
。

(
資
料
提
供

l
上
田
薬
剤
師
会
宮
⑫

6
6
5
5
)
 

三
六
七
三
七
六
八
三

(
常
田
二
)

出
雲
信
子
さ
ん

池

田

清

さ

ん

東

久

雄

き

ん

(
天
神
二
)

杉
崎
忠
夫
さ
ん

足
立
百
合
子
き
ん

(
大
手
二

)

松
倉
よ
し
さ
ん

(
中
央
五
)

金
津
よ
ね
さ
ん

荒
井
本
三
さ
ん

市
川
錦
三
郎
き
ん

伊
藤
英
雄
さ
ん

奥
山
ひ
ろ
み
き
ん

蒲
生
俊
輿
さ
ん

(踏
入
二

)

依
田
直
治
さ
ん

円
申
1
4八
}

二七八
一
八

O
七
七
八
三
六
八

七八七
五O 八

北
常
田

中
之
条

国

分

北
天
神
町

下

郷

大
手
町

上
房
山

鈴

子

手

塚

諏
訪
形

秋

和

金

井

踏

入

小牧丸子線開通

工事中の千曲川左岸道路小牧丸子線

の小牧橋から東郷橋までの聞は、 4月

18日(金)午後2時に開通します。

1月1m日;⑥午後2時|

六五八
O 九 O

丸
山
フ
ク
さ
ん

柳
津
嘉
七
さ
ん

矢
島
け
さ
た
さ
ん

清
水
貞
義
さ
ん

中
村
孫
一
さ
ん

林

ま

っ

さ

ん

中
村
田
鶴
居
さ
ん

中
曽
根
茂
代
き
ん

(中
央
西
こ

片
田
元
江
さ
ん

松
本
幸

一
さ
ん

甲
田
重
喜
さ
ん

手
塚
玉
静
さ
ん

中
濯
の

ぶ
川
き
ん

(
国
分

二

堀

内

馨

さ

ん

小
林
久
子
さ
ん

(
緑
が
丘
一

)

キ
白
市

T

い
h
，
7
T
昔
、
，
九

ー~ハ
4

ハ

+
-
3
1
 

野

倉

諏
訪
形

久
保
林

川
辺
町

東
五
加

奈
良
尾

林
之
郷

七
八
八
一
八

一

七
五
八
二
六
七
八
一

八六
O 八ハ五

北
大
手

御

所

長

島

五

加

質

川

七八七六八七
二二六八 六 一

倉 上

升 堀

九

緑
が
丘

lrー
~

之

十

a

八八七七八
二四 O 九三

竹
花
元
贋
さ
ん

黒
岩
幸
雄
さ
ん

竹
下
位
一喜
枝
さ
ん

長
尾
せ
き
さ
ん

薦
藤
安
蔵
さ
ん

小
林
知
代
治
郎
き
ん

渡
辺
き
わ
バ
さ
ん

矢
野

泉

さ

ん

(
踏
入
二

)

甲
田
老
バ
子
さ
ん

北

村

巽

さ

ん

高
寺
邦
保
さ
ん

(中
央
北

二

大
日
方
筆
松
き
ん

三
ツ
井
克
己
さ
ん

増
子
泰
子
さ
ん

池
田
兼
太
郎
さ
ん

へ4
吊
岡
山
』
~
[)

六 七
五 五

染

屋
大

湯

山

田

新

田
中

村
五

加
川
辺
町

院五踏新

田
川
辺
町

新

田

築

地

L
4
守

m
岡山『

九 六 五八七五 六
二一四三四七一

内加入

九
四
八
五
九
三

五六八八
九 五六 七

七
回
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